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アラスカ（6～9月） 
 

森林火災 
 アラスカでは過去最悪の森林火災が発生。 
6月以降の焼失面積は約250万ha。 
 

ブラジル（2003年12月～2004年2月） 
 

大雨・洪水 
 
ブ ラ ジ ル で は 12月 末 か ら 大 雨 に よ る 洪 水 や 土 砂 
崩れが 各地で 発生。 2月中旬 までに 160人以上 が 
死亡、約 23万人が避難。  

 

米国南東部・カリブ海諸国（8～9月） 
 

ハリケーン 
 

ハイチ・ドミニカ共和国（5月） 
 

大雨・洪水 
 

米国 フロ リダ 半島 では 8月上 旬に ハリ ケー ン「 チャ ーリ ー」 が通 過。 
米国南東部等 での暴風によ る死亡者は 23人、米国での 倒壊家屋は 1
万 2000戸、 損壊 家屋 は約 5万戸 。9月に はハ リケ ーン 「フ ラン シス 」 
「ア イバ ン」 「ジ ーン 」が カリ ブ海 諸国 を通 過し て米 国東 部に 上陸 し、 
死 亡 者 は そ れ ぞ れ 、 米 国 を 中 心 に 35人 、 米 国 ・ グ レ ナ ダ を 中 心 に 
115人、ハイチを中心に 3000人以上。  

 

ハイ チと ドミ ニカ 共和 国で 、5月下 旬に 豪雨 によ る洪 水が 
発生。死者数はそれぞれ 1000人以上、400人以上。  

 

スペイン・ポルトガル（6～7月）・ 
 ヨーロッパ南東部（7月） 
 

熱波・森林火災 
 

ス ペ イ ン で は 6 ～ 7 月 に 熱 波 に よ り 11 人 
が死亡 。スペ インと ポルト ガルで は森林 火 
災が 多発 し、 それ ぞれ 4万、 10万 5000ha
の森林 が焼失 。ルー マニア やマケ ドニア な 
ど で は 7 月 前 半 に 熱 波 に よ り 、 33 人 以 上 
が死亡。  

 米国中西部～東部（2003年12月～2004年1月） 
 米国中部～南部（2月） 
 

寒波・大雪 
 

米国中 西部か ら東部 では 12月から 1月、米 国中部 から南 部 
で は 2月 の 寒 波 や 大 雪 に よ り 110人 以 上 が 交 通 事 故 や 低 体 
温 症 で 死 亡 。 多 数 の 航 空 便 の 欠 航 や 鉄 道 の 運 休 、 学 校 の 休 
校や停電など広範な被害が生じた。  
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異常気象 の頻発 

日最高気温が 30℃を超える 「 真夏 
日 」 の日数が 、 東京 （ 大手町 ） では 
70日となる等 、 日本各地で記録を更 
新しました 。 
また 、 最低気温が 25℃より下がら 

ない 「 熱帯夜 」 の日数がこの 100年間 
で 5倍以上に増加した都市もあり 、 暑 
く寝苦しい毎日が続きました 。 

2004年は 、 大型台風や集中豪雨等に伴う気象災害の多発によっ 
て 、 異常気象と地球温暖化の関係について近年になく関心が高まり 
ました 。 

2004年夏 、 
日本は猛暑となった 。 

2004年 、 日本では 、 集中豪雨の頻 
発に加え 、 これまでの最多記録となる 
10個の台風上陸により 、 甚大な被害 
が発生しました （ 平年の台風上陸数は 
2.6個、過去の最多上陸記録は6個） 。 
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■ 台風の発生、接近、上陸個数 
（ 文献 8より ） 

2004年、 過去最多の台風が 
日本に上陸 。 集中豪雨も頻発 

2004年には 
 熱中症患者数が 
 最大となった 
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■ 東京 23区の熱中症の累積患者数 
（ 2000～ 2004年度） （ 文献 7より ） 

暑い日には熱中症が多く発生しま 
す 。 東京 23区では 、 2004年には 、 
熱中症の患者数が 7月上旬から急増し 、 
過去 5年間で最大となりました 。 

2004年、熱中 症の 
患者数が過去 5年で最大 

■ 2004年7月の気温の平年差（℃） 
（ 文献 6より ） 


